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質 を持つ ところにある、このような大衆の闘

いが新たなる政治内容として全国的に抽出さ

れてゆ 〈ためには、まだまだ大衆的闘いは孤

立 して極限すで闘われなければならない局面

に現在はある○ このことへの徹底 した認識の

みが新たなる政治の質を形成 しうる基礎であ

り、現在最 も戦闘的に闘 つている闘争組織に

かいては、 これが自覚されつつ あるO政治 と

は外部か ら持ちこむものだ と知 つたかぶ りを

する者は、放置 して よい、問われているのは

「 外部か ら」持 ちこむことの呵合ではな 〈、

持ち込まれる政治の「内容」が問われている

のはレーニンの時代も今も変わりはないのだ

か ら○

(81 党派 は政 治 責任 を 負え。/

最後にふたたび新左翼党派の諸君なかんづ

〈中核派の諸君に要請するO選挙をとり〈む

rCあた つての基本的位置づけを、三里塚の同

盟の態度まちなどという、政治組織 としては

あ つてはならない責任回避を行なうことな〈

明らかにせよ。

新左翼のアラさがしにや つきの革マル派が

労活交流集会批判を展開しながらも、選挙問

題に口を閉ざしているのは、動力車労組出身

の社会党員の選挙をこつそ りと行うため、自

派へのはねかえりをおそれてであることは公

然のことであるが、中核派もその敵である革

マル派同様の姑息な政治マヌーバーによ つて、

事態を回避 しうると考えているのであろうか、

だとすれば、革マルと同様のブルジ ヨア政治

の次元に中核派もあることになるのではない

のか○中核派の諸君はもし選挙を行なうので

あれば、この間の全責任を担 つて今後遂行す

べきであろう○
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